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.新 学校の孝文員にも就イIしましたぶ 寺子屋|よ継続しまし

電
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女性教育者/神子高たか。武田貞子

江戸時代の中ごろ、町民や農民のP口弓で教育が盛んに

なり寺子屋が増えました。今回|よ寺子屋を中心に女子

教育に尽くした2人を紹介しま魂

°

騨 話 露 稲 1島稿

役、高安定義の子で現 9代富曲

落主前田利幹側窒の菊園に習

字・読書・裁縫・茶道などを学び、

していました。戸趨

竹村屋 (武田の富

氏 ) す訂 864年、家の経営は傾き、夫

が亡くなりま現 3男 4女を抱えた貞子 |よ―念発起し、

女子専門の寺子屋を開きます。その教育|よ評判をよ

び 当B寺資産家の子女のほとんど|よ貞子の教えを受

けたといわれま魂

当時女性に学問|よ不要とされ、越中では寺子屋に

通った女児も多くなく、女性の先生tよ稀でした。2人

は女子教育の功労者と言えるでしょう。(仁ヶ竹主幹)

問合先 博物館 回 20-4572
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°
擢示層穆鰹 舗冥福院(片原

町。のち本津に不多転)2世金寿院大智

の子です。幼少期に金沢の人に文字

を習ったといわれています詞 833年、

55冠 46歳の8寺に大福院において女

子専門の寺子屋を開きました。召字

簸

騨 難 鉢 謂 a塾範 猛 耳各

に200人以上も通つており生涯で8,000人もの女子を

教えたといわれていま魂 4874～ 75年頃、高岡育英小
.題


